
(単位:千円）

〔資産の部〕 〔負債の部〕

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 3,873,772 （１）地方債 30,458,746
（２）民生費 3,266,628
（３）衛生費 356,858 （２）債務負担行為
（４）労働費 168,633 　①物件の購入等 0
（５）農林水産業費 6,118,149 　②債務保証又は損失補償 0
（６）商工費 1,376,865 　　債務負担行為計 0
（７）土木費 40,804,196
（８）消防費 224,335 （３）退職給与引当金 3,957,841
（９）教育費 23,273,172
（１０）その他 557,124 （４）その他 0
計 80,019,732
（うち土地 26,784,909 ） 固定負債合計 34,416,587
有形固定資産合計 80,019,732

２．流動負債
２．投資等
（１）投資及び出資金 714,614 （１）翌年度償還予定額 3,155,890
（２）貸付金 1,349,400
（３）基金 （２）翌年度繰上充用金 0
　①特定目的基金 3,195,111
　②土地開発基金 444,027 流動負債合計 3,155,890
　③定額運用基金 2,000
　　　基金計 3,641,138 負債合計 37,572,477
（４）退職手当組合積立金 0
投資合計 5,705,152

〔正味資産の部〕
３．流動資産
（１）現金・預金 １．国庫支出金 14,937,841
　①財政調整基金 588,660
　②減債基金 601,519 ２．都道府県支出金 6,936,417
　③歳計現金 443,450
　　現金・預金計 1,633,629 ３．一般財源等 28,547,064
（２）未収金
　①地方税 454,081 正味資産合計 50,421,322
　②その他 181,205
　　未収金計 635,286

流動資産合計 2,268,915

資産合計 87,993,799 負債・正味資産合計 87,993,799

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等 63,120 千円
②債務保証及び損失補償 200,414 千円
③利子補給等に係るもの 0 千円

昨年度と比べて資産が11億3千万円程度の減額になっています。減額要因としては有形固定資
産△3億8千万円、貸付金△1億5千万円、減債基金△1億5千万円、歳計現金△4億4千万円となって
います。

有形固定資産で減額が大きかったのは農林水産業費と土木費でそれぞれ6億6千万円と3億7千万
円の減額でした。これは平成18年度に行った建設事業に比べ減価償却額が大きいためです。な
お、教育費では小鴨小学校改築、鴨川中学校体育館建設等により9億9千万円増額しています。

負債は全体で7億6千万円の減額になっています。正味資産は差引で3億7千万円の減額になって
います。

平成18年度バランスシート
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